










 本論文は、ドイツ語を母語とする幼児が心態詞 (Modalpartikeln) の doch と ja の使い方
をどのように身につけていくか（言語獲得・習得）を「幼児言語データ交換システム CHILDES 
(Child Language Data Exchange System)」の下で公開されている発話コーパスを利用するこ
とで明らかにしたものである。 
 論文の各章の内容を概観する前に、本研究の背景となる 3つの点を述べておく。  
(1) 研究対象となっている語群の名称について 




「話法の不変化詞」と、川島 (1971: 119) による「心態詞」（心的態度を表す詞）が用いられ
ている。牛山氏は、ドイツ語では Modalpartikeln、日本語では「心態詞」という名称を一貫
して用いている。ドイツ語における名称にもさまざまなものがあるが、Harald Weydt が提案





























た。2014 年現在、CHILDES には 32 言語の発話データが収録されており、発話の音声デー
タ、CHAT (Codes for Human Analysis of Transcript) と呼ばれる統一フォーマットに従った




ーパスには 1990 年から 2003 年の 13 年間に渡る 21 名分、延べ 19 万 3000 分の発話デ
ータが収録されているが、2014年現在、まだ 3 名の幼児のデータしか公開されていない。そ
こで、本論文は、出身地と性別が同じ 2人の女児の発話（1歳 9ヶ月から 5歳 5ヶ月までで、
収録回数 129 回、総発話数 20 893）を対象にしている。具体的には、転記されたデータに基





 本論文は、第 7章の結論部を除くと、全体で 6章の構成になっている。第 1章の序論から第























 第 4章からは、Rigolコーパスを使った実際の分析が提示される。まず、第 4章では、対象




第 5章では、まず 17の心態詞が 2名の幼児の（1歳 9ヶ月から 5歳 5ヶ月）の発話にどの
ように出現しているかが調査された。その結果、同音語と心態詞の双方が確認されたのは 17
語中 4語 (denn, doch, ja, mal ) で、それ以外は、同音語としてのみ出現が確認されたものが
17語中 10語(aber, auch, eben, eigentlich, einfach, nur, schon, ruhig, vielleicht, wohl )、心
態詞用法のみが確認されたものが 17語中 3語 (bloß, denn, halt )、まったく生起しなかったも
の 17語中 1語(etwa ) という結果になった。 本論文の焦点である心態詞 doch と ja は、い
ずれも同音語としての用法（返答詞としての用法）が先行して現われ、統語構造の獲得の第 3
段階（マイルストーン III：動詞定形第 2位が可能になる時期）になって文の中域に生じるこ







の dochと心態詞の doch が、3節では返答詞としての ja と付加疑問詞としての ja、及び心





識に関する表現」（動詞 wissen, kennen, denken, glaubenなど）を取りあげ、それらの出現
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